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内
側
の
中
央
に
大
き
な
円
窓

を
設
け
、
そ
の
周
囲
に
連
ね
た

枠
の
中
に
模
様
を
表
わ
す
「
芙

蓉
手
」
と
い
う
意
匠
の
伊
万
里

焼
の
皿
。
円
窓
の
中
央
に
は
花

卉
に
虫
の
模
様
、
縁
に
は
隠
れ

蓑
な
ど
の
宝
尽
文
が
あ
し
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。
22
枚
と
い
う
大

揃
い
で
、
滋
賀
県
湖
東
地
方
の

商
家
に
伝
来
し
ま
し
た
。

芙
蓉
手
は
、
中
国
明
代
に
盛

行
し
た
表
現
形
式
で
、
日
本
で

も
、
伊
万
里
焼
を
中
心
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
や
き
も
の
に
取
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。本
作
は
、整
っ

た
器
形
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
さ
を
感

じ
さ
せ
る
軽
や
か
な
筆
致
が
魅

力
的
な
優
品
で
す
。

染そ
め

付つ
け

芙ふ

蓉よ
う

手で

　

 

花か

卉き

に
虫む

し

図ず

中な
か

皿ざ
ら

個
人
蔵

企画展

展覧会
情報

彦ひ
こ

根ね

製せ
い

糸し

場ば
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化
の
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―

企
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― 

井
伊
家
伝
来
能
面
か
ら 

―

テ
ー
マ
展

テ
ー
マ
展

企
画
展

商
家
の
う
つ
わ

　
　

― 

湖
東
の
商
家
伝
来
の
や
き
も
の 

―

21
9月
日

23
10月

日

24
8月
日

17
9月
日

20
7月
日

21
8月
日

15
6月
日

16
7月
日

商
家
の
う
つ
わ

　
　

  

― 

湖
東
の
商
家
伝
来
の
や
き
も
の 

―
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―
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彦
根
製
糸
場
商
標

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の
大
名
道
具
を
中
心
に
八
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

企
画
展

役
柄
や
演
出
に
応
じ
た
様
々
な
種
類
が
あ

る
能
面
。
そ
れ
ら
は
大
ま
か
に
尉
じ
ょ
う

、
鬼き

神じ
ん

、

霊り
ょ
う
、
男
、
女
の
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
表
情
も
老
若
男
女
の
違
い
に
加

え
、
柔
和
な
笑
み
を
浮
か
べ
る
も
の
か
ら
、

怒
り
の
相
を
表
す
も
の
、
悲
し
み
を
表
す
も

の
、
や
つ
れ
き
っ
た
相
貌
の
も
の
な
ど
、
じ

つ
に
多
種
多
様
で
す
。

本
展
で
は
、
能
面
の
種
類
ご
と
の
特
徴
や

決
ま
り
ご
と
、
見
分
け
方
と
い
っ
た
、
能
面

を
鑑
賞
す
る
際
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
。
こ
の
機　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
に
、
ぜ
ひ
能
面　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
親
し
ん
で
く
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
。

明
治
十
一
年
六
月
十
六
日
、
士し

族ぞ
く

授じ
ゅ

産さ
ん

と

殖し
ょ
く

産さ
ん

興こ
う

業ぎ
ょ
う

を
目
指
し
て
、
近
代
的
な
器
械

製
糸
工
場
で
あ
る
彦
根
製
糸
場
が
開
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
先
進
的
な
取
り
組

み
で
あ
り
、
同
場
は
、
近
隣
地
域
の
近
代
化

を
牽
引
し
ま
し
た
。初
め
は
県
営
で
し
た
が
、

後
に
井
伊
家
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
現
在
、
井
伊
家
伝
来
の
近
代

文
書
の
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
彦
根
製
糸
場
関
係
の
史
料
が
数
多
く
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
を
機
会
に
、
市　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
外
の
関
係
資
料
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
、
彦
根
製
糸
場
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
を
明
ら
か
に
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

■
日
時　

8
月
25
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

茨
木 

恵
美
（
当
館
学
芸
員
）

＊�

関
連
講
座
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

■
日
時　

9
月
22
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

早
川 

駿
治
（
当
館
学
芸
員
）

＊�

関
連
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。（
４
頁
参
照
）

能
面　

白
色
尉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

６
月
～

月

8
24

（金）

9
17

9
21

（金）

10
23

 

展
示
室
１

企
画
展

6
15

（金）

7
16

（月･祝）

展
示
室
１

テ
ー
マ
展

7
20

（金）

8
21

（火）

商
家
の
う
つ
わ

  

― 

湖
東
の
商
家
伝
来
の
や
き
も
の 

―

彦
根
城

  

― 

城
の
姿
と
城
下
町
の
暮
ら
し 

―

近
江
は
、
有
力
な
商
人
を
輩
出
し
た
地
域

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彦
根
藩
の

領
内
で
も
、
城
下
や
、
近
隣
の
街
道
沿
い
の

町
に
は
有
力
な
商
家
が
軒
を
連
ね
、
行
商
を

中
心
と
す
る
全
国
規
模
の
商
い
が
行
な
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
商
家
で
は
、
大
勢

の
客
を
も
て
な
す
た
め
、
数
十
人
前
に
も
及

ぶ
大
揃
い
の
膳
碗
な
ど
の
食
器
類
が
、
必
須

の
家
財
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
器
は
、

華
や
か
な
色
や
模
様
で
彩
ら
れ
て
お
り
、
い

か
に
も
富
商
好
み
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

本
展
で
は
、
湖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
地
域
の
商
家
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
来
し
た
も
て
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
器
を
紹
介
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

■
日
時　

6
月
16
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■
日
時　

7
月
21
日
（
土
）
11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

渡
辺 

恒
一
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

錦
手
松
竹
に
折
鶴
文
重
箱　

個
人
蔵

９

彦
根
の
象
徴
と
し
て
そ
び
え
る
彦
根
城
。

井
伊
家
が
近お
う
み
の
く
に

江
国
に
領
地
を
得
て
彦
根
城
の

築
城
に
着
手
し
た
経
緯
を
は
じ
め
、
城
郭
の

特
徴
、
城
下
町
に
生
き
た
人
び
と
の
歴
史
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

金
亀
山
伝
記

御
城
内
御
絵
図

（月･祝）

能
面
い
ろ
は

  　

― 

井
伊
家
伝
来
能
面
か
ら 

―

（火）

彦ひ

こ

根ね

製せ

い

糸し

場ば

  　

― 

近
代
化
の
先さ

き

駆が

け 

―
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■
開
催
日
時
・
場
所

６
月
30
日
（
土
）
18
時
開
演
（
17
時
30
分
開
場
）

当
館
能
舞
台

■
演
目

大
蔵
流
狂
言　
　
【
解
説
】　

茂
山　

茂

「　

鎧よ
ろ
い　

」　 

茂
山
七
五
三

「
魚う

お

説ぜ
っ

経き
ょ
う」

茂
山　

千
作

「
文ふ

み

山や
ま

立だ
ち

」
茂
山　
　

茂

■
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定

Ａ
席
（
正 

面 

席
）
３
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
３
千
円

６
月
１
日
発
売
開
始

三さ
ん

公こ
う

贈ぞ
う

位い

奉ほ
う

告こ
く

祭さ
い

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
一
月
十
七
日
、

陸
軍
特
別
大
演
習
の
演
習
地
と
な
っ
た
滋
賀

県
や
そ
の
近
隣
の
府
県
に
関
係
す
る
人
び
と

に
対
し
て
贈
位
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県

で
は
十
一
名
に
贈ぞ

う

位い

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

中
に
彦
根
藩
井
伊
家
の
初
代
直
政
、
二
代
直

孝
、
十
一
代
直
中
の
三
名
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

贈
位
と
は
生
前
の
功
績
に
対
し
て
没
後
に

国
か
ら
位
階
を
贈
る
こ
と
で
す
。
明
治
以
後

の
贈
位
は
、
主
に
国
家
に
尽
力
し
て
幕
末
・

維
新
期
に
亡
く
な
っ
た
勤
王
の
志
士
に
対
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
後
に
は
民
政
や

殖
産
興
業
、
教
育
な
ど
に
尽
力
し
た
人
物
に

対
象
が
広
げ
ら
れ
、
時
代
も
幕
末
・
維
新
期

に
限
定
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

大
正
六
年
の
贈
位
で
、
従じ

ゅ

四し

位い

下げ

で
あ
っ

た
井
伊
直
政
へ
は
従じ

ゅ

三さ
ん

位み

（
贈
従
三
位
）、

正し
ょ
う

四し

位い

上じ
ょ
う

で
あ
っ
た
直
孝
と
直
中
へ
は
従

三
位
（
贈
従
三
位
）
の
位
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。
三
名
と
も
民
政
が
評
価
さ

れ
、
直
中
に
つ
い
て
は
「
興
学
」
も
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

実
は
こ
の
と
き
十
三
代
直
弼
と
十
四
代
直

憲
に
つ
い
て
も
贈
位
を
滋
賀
県
か
ら
申
請
し

て
い
た
の
で
す
が
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
直
憲
に
つ
い
て
は
す
で
に
正
二
位
と
い

う
位
階
で
あ
っ
た
た
め
、
追
贈
す
る
必
要
が

な
い
と
の
判
断
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
直
弼

に
関
し
て
は
詮
議
も
さ
れ
ず
却
下
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
滋
賀
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
直
弼

の
事
蹟
が
従
来
の
説
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

て
、
死
後
六
十
年
経
過
し
た
今
で
も
異
論
が

あ
る
と
い
う
の
が
、
申
請
が
却
下
さ
れ
た
理

由
で
し
た
。
直
弼
に
関
し
て
は
、
そ
の
評
価

が
ま
だ
ま
だ
難
し
か
っ
た
の
で
す
。

さ
て
翌
年
四
月
十
四
日
、
彦
根
町
で
は
直

政
ら
の
贈
位
を
祝
う
「
三さ
ん

公こ
う

御ご

贈ぞ
う

位い

奉ほ
う

告こ
く

祭さ
い

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
彦
根
城
博
物
館

に
は
こ
の
経
緯
を
記
し
た
史
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
（「
大
正
七
年
四
月
御ご

帰き

郷き
ょ
う

ノの

節せ
つ

日に
っ

誌し　

附
三
公
御
贈
位
奉
告
祭
概
要
」
井
伊

家
伝
来
古
文
書
、
写
真
）。
こ
の
史
料
に
は
、

奉
告
祭
の
準
備
か
ら
そ
の
後
始
末
に
あ
た
る

期
間
で
あ
っ
た
三
月
二
十
八
日
か
ら
四
月
三
十

日
ま
で
が
日
記
形
式
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
奉
告
祭
の
計
画
は
旧
彦

根
藩
士
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
当
初
は
佐
和

山
神
社
を
祭
場
と
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か

し
神
社
の
境
内
が
狭
い
と
い
う
理
由
に
よ

り
、彦
根
城
内
の
井
伊
家
の
旧
御
殿
跡
（
現
・

彦
根
城
博
物
館
の
場
所
）
に
変
更
さ
れ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
祭
典
の
た
め
の
施
設

が
設
け
ら
れ
、
贈
位
さ
れ
た
三
名
の
子
孫
で

井
伊
家
の
当
主
で
あ
る
井
伊
直
忠
と
そ
の
家

族
、
旧
家
臣
、
滋
賀
県
知
事
の
代
理
や
井
伊

家
旧
領
の
七
郡
長
と
町
村
長
、
町
内
の
学
校

や
病
院
・
警
察
な
ど
の
官
公
署
長
、
会
社
長
、

新
聞
記
者
ら
が
出
席
し
、
ま
た
一
般
の
参
拝

者
も
受
け
入
れ
て
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
祭
典
終
了
後
は
楽
々
園
の
大
広
間
に

贈
位
さ
れ
た
三
名
の
刀
や
甲
冑
な
ど
を
展
示

し
、
園
遊
会
も
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
藩
士
を
中
心
と
し
た
動

き
か
ら
は
、
旧
藩
主
を
顕
彰
す
る
意
識
や
旧

藩
時
代
へ
の
憧
憬
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
蔭
山
兼
治
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

能
・
狂
言

大
正
七
年
四
月
御
帰
郷
ノ
節
日
誌　

　
　
　

 
附
三
公
御
贈
位
奉
告
祭
概
要 

　
　
　
　
　
　
　
（
四
月
十
四
日
の
条
）

水
無
月
狂
言
の
集
い

■
開
催
日
時
・
場
所

９
月
17
日
（
月
・
祝
）　

16
時
開
演
（
15
時
30
分
開
場
）

当
館
能
舞
台

■
演
目

　
【
お
話
】　　

天
野　

文
雄

観
世
流
仕
舞
「
船ふ

な

弁べ
ん

慶け
い

」
上
野　

雄
三

大
蔵
流
狂
言
「
栗く

り　

焼や
き

」
茂
山
七
五
三

観
世
流　

能
「
景か

げ　

清き
よ

」
野
村　

四
郎
（
人
間
国
宝
）

■
チ
ケ
ッ
ト

全
席
指
定

Ａ
席
（
正 

面 

席
）
５
千
５
百
円

Ｂ
席
（
脇
正
面
席
）
５
千
円　

７
月
27
日
発
売
開
始

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り
や
む
な

く
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
当
館
受
付
お
よ
び
お
電
話
に
て
お
求
め
い

た
だ
け
ま
す
。

　
（
発
売
初
日
は
、
館
内
販
売
９
時
～
、
電
話
予
約
10
時
～
）

＊
未
就
学
児
は
ご
入
場
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

＊
前
号
に
お
い
て
演
目
に
誤
字
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
52
回

彦
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17
火　
　
　

休　

館

８
月
に
、
狂
言
な
ど
の
伝
統
文
化
に
親
し
む
「
キ
ッ
ズ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

日
本
の
伝
統
芸
能
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
内
容
】

　

狂
言
教
室
（
小
学
５
・
６
年
生
対
象
）

■
日
程

８
月
６
日
（
月
）、
７

日
（
火
）、
８
日
（
水
）、

９
日
（
木
）
の
午
後

２
時
30
分
～
４
時
30

分
、
10
日
（
金
）
の

午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
（
予
定
）

■
講
師

和い
ず
み泉
流
狂
言
師　

　

小お

笠が
さ

原わ
ら　

匡
た
だ
し

氏 

ほ
か

■
定
員　

12
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
傷
害
保
険
料　

２
０
０
円

■
会
場　

当
館
（
能
舞
台
・
講
堂　

他
）

■
対
象

原
則
と
し
て
彦
根
市
・
米
原
市
・
豊
郷
町
・
甲

良
町
・
多
賀
町
・
愛
荘
町
に
在
学
す
る
小
学
５
・

６
年
生

■
申
込
方
法

各
小
学
校
に
配
布
、
も

し
く
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
案
内

チ
ラ
シ
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
持
参
・
郵
送
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
申
込
期
間

　

６
月
15
日
（
金
）
～

　

７
月
13
日
（
金
）
必
着

8月 7月 6月
21
土

16
土

9/
19・20

展示替により
一部休室

7/
18・19

展示替により
一部休室

8/
21～23

 

展示替により一部休室

6/12～14
 

展示替により一部休室

２
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
②

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
③

催
し

23
土

常設展示　“ほんもの”との出会い

彦根城
―城の姿と城下町の暮らし―

7/20 ～ 8/21

テーマ展

能面いろは
―井伊家伝来能面から―

8/24 ～ 9/17

テーマ展

華麗なる
能の装い
―女神と　
　　鬼神―

～6/12

テーマ展 ６
月
～

月

企画展

商家のうつわ
―湖東の商家伝来のやきもの―

6/15 ～ 7/16

８
土

１
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑥

 

18
火　
　
　

休　

館

展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
、
講
座
・
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
担
当
学
芸
員
が
、
展
示
の
内
容
や
関
連
す

る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
日
頃
の
研
究
の
成
果
を
踏

ま
え
て
よ
り
深
く
解
説
し
ま
す
。

■
日
時
・
内
容
・
講
師

　

①
９
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　

テ
ー
マ
展
「
能
面
い
ろ
は
」
関
連
講
座

　
　
「
道
具
帳
に
み
る

　
　
　
　
　

江
戸
時
代
の
井
伊
家
所
蔵
の
能
面
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茨
木
恵
美
）

　

②
10
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
　

企
画
展
「
彦ひ

こ

根ね

製せ
い

糸し

場ば

」
関
連
講
演
会

　
　
「
彦
根
製
糸
場
と
井
伊
家
近
代
文
書
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
早
川
駿
治
）

■
会
場

　

当
館
講
堂

■
定
員

　

60
名

■
資
料
代

　

各
１
０
０
円

■
申
込

　

当
日
受
付

　
　
（
先
着
順
）

講
座
・
講
演
会

キ
ッ
ズ
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

能
面
記

９

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

商
家
の
う
つ
わ

　

―
湖
東
の
商
家
伝
来
の
や
き
も
の
―

30
土

能
・
狂
言　

水
無
月
狂
言
の
集
い

28
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
④

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彦
根
城
―
城
の
姿
と
城
下
町
の
暮
ら
し
―

常設展示　“ほんもの”との出会い

18
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
⑤

25
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

能
面
い
ろ
は
―
井
伊
家
伝
来
能
面
か
ら
―

講
座

「
道
具
帳
に
み
る

　

江
戸
時
代
の
井
伊
家
所
蔵
の
能
面
」

22
土

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

彦
根
製
糸
場
―
近
代
化
の
先
駆
け
―

能
・
狂
言　

第
52
回
彦
根
城
能

17
月・祝

彦根
製糸場

―近代化の
　先駆け―

9/21 ～
10/23

企画展

9月


